
　「平成26年度 伝統文化継承種まき事業・成果発表

会」が那覇市役所3階で行われました。「種まき事業」

は、市内の保育所に通う子ども達が地域の伝統文化に

触れ、興味・関心をもち将来へ継承されることを目的と

しています。発表会には演技披露で大道保育所、赤平

保育所、与儀保育所、宇栄原保育所、若狭浦保育所、展

示品（紅型）披露で松川保育所が参加しました。

　園児たちの琉舞やエイサー、ウチナーグチ劇の発表

に、観覧者や職員からは大きな拍手が送られました。

　「公園ボランティア調印式」が市長応接室にて行われました。

今回新たに調印された企業は、株式会社沖縄共聴設備、富士

古河E&C株式会社 沖縄営業所、株式会社中電工 沖縄営業所、

有限会社五光園の4社です。

　沖縄共聴設備の上原さんは、30年間、近所の公園にボラン

ティアで花を植え、手入れをしていたところ「許可がいるので

は？」と不安に思い、市役所に尋ねたことが公園ボランティア

調印のきっかけとなりました。「那覇市の活性化のために今後

も奉仕活動を続けていきたい」と語りました。
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　ミニバスケットボールの第7回ワラビーカップ・第

29回県冬季選抜大会で男子優勝した上間小学校、同

じく女子優勝した小禄南小学校の生徒のみなさんが

市役所を訪れました。上間小男子チームは夏に続いて

の優勝、小禄南小女子チームは雪辱を果たしての優

勝でした。両校は今年3月の第46回全国ミニバスケッ

トボール大会に県代表として出場します。

　久高副市長は「素晴らしい成績をあげられたのは、

親や先生方、コーチの支えがあってこそ。県代表とい

う誇りを持ってがんばってほしい」と激励しました。

全国大会でもチバリヨー！
～ミニバスケ優勝校来訪～
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　各地区で行われた成人式の取組みを紹介し、その成果と

課題を共有するため、「2015成人式アワードinなは」が中

央公民館ホールで行われました。大賞には、地域清掃や夜

間パトロール等のボランティア活動を行い、保護者や地域

の協力で今回初の単独開催した金城中学校区成人式実行

委員会が選ばれました。

　大賞の他、金賞１校区（石田中学校区）、銀賞１校区（仲井

真中学校区）が選ばれました。また、プレゼンテーションに

優れた中学校区として小禄・鏡原中学校区と寄宮中学校区

の成人式実行委員会が審査委員特別賞を受賞しました。

よりよい成人式をつくるために
～2015成人式アワードinなは～
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　第37回「那覇の物産展」那覇市長賞表彰式が応接室で

行われました。最優秀賞は沖縄繁多川島豆腐めん事業協

同組合の『琉宮の白弦 島豆腐うどん・島豆腐そうめん』。

代表で出席した津覇さんは「今後50年、繁多川の島豆腐

産業が続くよう始めたプロジェクト。賞をいただけて皆

様の目にとまることが感謝にたえません」と受賞の喜び

を語りました。市長賞には最優秀賞の他、食品の部・優秀

賞2点（shouzu sweets OZ、さくら家さくら）、同じく非

食品の部・優秀賞2点（日本月桃株式会社、株式会社沖縄

ゴールデンファーム）が選ばれました。

那覇の味、再発見
～第37回「那覇の物産展」
　那覇市長賞 表彰式～
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　道路ボランティア協定を結んだ各団体への感謝と団体相互の交流を深めることを目的に

「第7回道路ボランティア懇談会」が行われました。今年度協定を締結したのは、松川通り会、

田原ニコニコふくぎ会、株式会社沖縄特電、富士電機株式会社沖縄支社、開南っ子お花で

いっぱいGMC、有限会社中央環境サービス公社、有限会社スタプランニングの7団体です。

　城間市長は「住んでいる人たちの安心感や子どもたちの道徳心はこの活動によって相

乗効果が生まれると思います」と挨拶されました。

今年度７団体が締結
～第7回道路ボランティア懇談会～
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　それぞれにテーマを掲げ、職場ぐるみで健康づくり

に取り組んだ「頑張る職場の健康チャレンジ」の報告

会が行われました。

　今回は3事業所（和高建設工業、まつやま保育園、

有限会社スタプランニング）が取り組みを行い、各事

業所は毎日の血圧・体重の記録や体操・ヨガ、健康講

話などを実施されたとのことです。報告会の最後に

は、市より3事業者へ「健康チャレンジ優良事業所」の

認定証が贈られました。

働き盛りの健康を目指して
～頑張る職場の
　健康チャレンジ報告会～
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　協働のまちづくりとはどのようなものか理解を深

めることを目的として始まった全4回の最後の講座が

行われました。この日は今年4月に開館する『なは市民

協働プラザ』の見学会や、これまでの講座を通しての

発見や課題が議題となりました。

　城間市長は「課題があるからこそ今後とも意見交換

し合うことが大切です。『なは市民協働プラザ』が拠点

となり、市全体へ恊働精神が広がるように、みなさん

の活動をこのプラザから発信していってください」と

挨拶されました。
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協働による那覇の
まちづくりのための連携講座
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